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は　じ　め　に

　茨城大学五浦美術文化研究所内にある六角堂は、五
い づ ら

浦海岸の �つの小さな入り江（南から小五

浦、大五浦、椿磯、中磯、端磯）のうち大五浦の南岸の小さな半島の先にあって、大五浦とその

南方の小五浦が作る入り江を �/�周にわたって眺望できる絶景の位置にある（図 1）。太平洋か

ら寄せる波浪や風を真正面から受ける、海食崖上の段丘斜面突端にあって、南北性の海岸線から

東方に突き出ているため、水平線からの日の出が一望できる。

　本論では、この六角堂のある五浦海岸や周辺地域の地質学的背景を解説し、岡倉天心や横山大

観が眺めていた海岸風景の地質学的背景を考えてみたい。最初に常磐堆積盆、次に北茨城市周辺、

五浦海岸、六角堂前というように、広域な背景から順次地域を絞りこみながら、六角堂前の風景

の意義に迫っていく。そして、六角堂周辺の地質の理解を通して、茨城県北太平洋岸地域の自然

遺産や地質遺産の保全や利用への視点に結び付けていきたい。

図 1　五浦海岸の地形図。北茨城市 1:2,�00都市計画図より編集。
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1．常磐地域南部の地質概要

　北茨城市の太平洋岸地域は、福島県から茨城県日立市南部にかけて続く常磐地域南部に位置す

る。地質学的に常磐地域は、阿武隈山地の麓の低い山地や丘陵とその太平洋（常磐）沖の陸棚や

大陸斜面上部の海底下までを含んでおり、一連の共通する特徴を持っている（須貝ほか、1���；

安藤、2002、200�；須藤ほか、200�；久保ほか、200�；高橋・柳沢、200�；安藤ほか、2011など）。

1-1．常磐地域の基盤をなす阿武隈山地
　阿武隈山地をなす硬い岩石は、前期白亜紀以前の古期岩類である阿武隈変成岩類やその源岩と

なる古生代の堆積岩類、そしてそれらに貫入する白亜紀前期の阿武隈花崗岩類である。これらが

南北に延びる阿武隈山地を構成しており、常磐地域の基盤岩となっている。阿武隈山地は、日本

を代表する古い山地として、比較的なだらかな山が連なる隆起準平原地形で知られている。おそ

らく古第三紀後半のある時期から古アジア大陸の東縁に山地として隆起し、長い間の浸食を受け

てきたものと考えられている。

1-2．常磐堆積盆
　これらの固い基盤岩類の上に、白亜紀後期以降の堆積岩が南北に分布し、大局的に東（太平洋）

側に緩く（�0～ 10°）傾いた比較的単純な地質構造をなしており、西から東側に向かって古い

地層から新しい地層が順次露出している（図 2、�）。その構造は太平洋沖合海底下にも広く連続

しており、これらの地層を形成した場は全体として常磐堆積盆と呼ばれている（例えば、Ando, 

200� ; 安藤、2002、200�など）。常磐堆積盆は、弧状列島をなす本州と太平洋プレートの沈み込

み帯の前面にあるので、前弧堆積盆に位置付けられている。常磐地域に分布する堆積岩は、太平

洋岸に南北に伸びた一連の常磐堆積盆の西縁部が、新第三紀後期以降（1,000万年前以降）の構

造運動によって陸上に露出したものである。

　常磐地域のように、白亜紀後期から新第三紀にいたる地層が比較的単純な構造で累重した地域

は、変動帯の日本としては稀であり、陸域と海域の地質学的情報を高精度で統合することができ

る点は特筆できる。このことから常磐地域は東北日本太平洋側の白亜紀―新第三紀層の重要な模

式地の一つとなっている。また、この地域は地温勾配が日本の中では非常に小さく、堆積物が受

けた続成作用や変質作用が軽微で、多くの堆積岩は日本の他地域の同時代層と比べるとはるかに

軟らかい。したがって、阿武隈山地の麓から太平洋岸の間の常磐地域は、比較的なだらかな丘陵

や低い山地が続いている。

　常磐堆積盆沖は、1��0年代以降、石油・天然ガスを目的とした海底探鉱が、政府の行う基礎

試錐や基礎物理探査、あるいは石油企業の調査によって行われ、古第三紀の石炭層が天然ガスの

根源岩の一つとして現在でも注目されている（岩田ほか、2002など）。数年前まで楢葉町の沖合

の陸棚で磐城沖ガス田が操業していたが、現在は廃坑となっている。

　なお、常磐地域の古第三紀～新第三紀層からなる丘陵地帯の間には、第四紀の最終氷期（約 2

～ 1.�万年前）に海水準が今より 100m以上下降した際に侵食された谷を、その後の縄文海進に

よって埋積された沖
ちゅうせき

積平野が発達している。
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図 2　北茨城地域の地質図。須貝ほか（1���）、上田ほか（200�）を一部改編。
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1-3．北茨城地域の地質概要
　北茨城市周辺には白亜紀層は分布せず、古第三紀始新世後期（�,�00万年前）以降、中新世後

期（1,000万年前）までの地層が見られる。西から白
しらみず

水層群、湯
ゆ

長
なが

谷
や

層群、高
たか

久
く

層群、多賀層群

の �つの層群が分布し、前二者はほぼ南北に分布し、後二者は大津から平潟の海岸と二ッ島にか

けて分布する（図 2、�）。

1-3-1　石炭を産する古第三紀層
　白水層群は古第三紀始新世後期～漸新世前期（�,�00～ �,100万年前）の地層で、下部の石

いわ

城
き

層と呼ばれる地層からは石炭を産出するため、常磐炭田として炭坑開発・採鉱のための地質調査

に始まり、数多くの地質学的研究がなされてきた。北茨城市周辺にも幾つかの炭鉱（例えば、重

図 �　北茨城地域に見られる地層とその特徴および形成年代。


